
な（=お前）が本気だば、

わい（=俺）もやる！

～一人の漁師の想いと、２０人の仲間から産まれたコラボ商品～

青森県佐井村

佐井村 × 三浦酒造(株) × シャープ(株)



青森県の強み＝印象

→ おいしい日本酒

豊盃（三浦酒造）

田酒（西田酒造）
八仙（八戸酒造） など・・・

三浦酒造とは？

・昭和５年創業の年間生産量
４００石の家族中心の酒蔵

・代表銘柄「豊盃」

・契約栽培する「豊盃米」を使
用し、年間生産量も限られて
いる

・酒粕の流通量も少ない。



なぜ、家電メーカーなのか？

・食品を扱う業種で特産品など
の地場産品が参入していない
空白域＝「第３の販路」

無線ＬＡＮ対応「ヘルシオ」とは？

・０４年の発売後、累積販売台数
１００万台突破

・ウォーターオーブン機能が特徴

・1台10万円台の製品

・健康志向に関心のある層が購入



一人の漁師の想い・・・

村には、いろんな海の幸・山の幸
がある。しかし、知名度がないため、
中々、販路が開拓できない。そし
て、その幸を捕るために漁師は命
を懸けて海にでる。しかし、今の時
代、消費者の魚離れから値段も安
い。みんなと同じことをしていては
ダメだ。いかに付加価値を付けた
商品を開発し、売れるかだ。その
ためには、佐井村だけでは弱い。
ネームバリューのある企業との連
携が必要だ。

などが本気だば、わいもやる。

やるからには、みんなに笑われな
いような仕事をする。如何に結果
が出せるかだ。



【重点戦略プロジェクト あおい環経済戦略ビジョン】

【佐井村特産品開発支援事業】

佐井村総合戦略課

企画政策係長 東出隆広

日 時 ： 平成２７年 ７月１５日（水）

場 所 ： 内閣府本府 １Ｆ講堂

【－参考資料－】



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

■ 従来の特産品の販路とは？

販路

スーパー、デパ地下、生協など

他地域の類似品も含め
地域産品が飽和状態

売 れ 行 き の 伸 び 悩 み

価格競争による収益低下

■甘塩うに ■醤油いくら

■帆立ソフト ■鮭とば

佐井村の特産品

など・・・



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

■ 特産品販売で必要な要件とは？

《 必要な要件》

① 連携基盤の整備 （連携主体の多様性、域外主体との連携）

② 商品・サービス開発 （高付加価値化、多角化、生産プロセスの効率化）

③ 販路開拓 （販路の拡充、既存販路先の安定化、新規販路先の開拓、輸出）

④ 情報発信 （自社媒体の工夫、外部媒体・外部機関の活用）

環境が整った

としても・・・ 売れない 知 名 度

認知度の不足



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

■ 第３の販路とは？

家電製品メーカーとの連携

食品を売ることでメリットを享受できる“業界”はないか？

ホームベーカリー＋専用パンミックス、炊飯器＋米のように調理器
具専用の食品というジャンルは、まだまだ参入の余地があると思わ
れる。

大手ＩＴ企業の社内イントラ網の活用

食品以外のネットワークを持つ企業に提案できないか？

大手企業のＣＳＲや地域応援が盛んに行われており、従業員満足
度を高めるに福利厚生事業を手厚くする企業は増えている。
（①ＣＳＲ、②地域応援 、③福利厚生の３点に注目）



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

■ 具体的な取り組み

シャープ株式会社（家電製品メーカー）との連携

ウォーターオーブン「ＨｅａＬｓｌｏ（ヘルシオ）」の活用

・０４年の発売後、累積販売台数１００万台突破

・ウォーターオーブン機能が特徴

・1台10万円台の製品

・健康志向に関心のある層が購入

販
路
拡
大商品の認知度向上

佐井村の知名度向上

佐井村の戦略

シャープ株式会社と

連携したというメディ

アバリューが欲しい



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

シャープ株式会社（家電製品メーカー）との連携

■ 開発メニューの検討

● 漁業者が望む付加価値をつけてほしい魚種とは？

● 地元で加工できる商品として考えられるものとは？

● 他地域にはない特徴、オリジナリティーとは？

魚価の変動があるが安定

供給できる対象魚。

夏場のヒラメ（冬期の１／３）

正月明けの鱈（年末の１／３）
鯛 など・・・

青森県の強み＝印象

→ おいしい日本酒

豊盃（三浦酒造）

田酒（西田酒造）
八仙（八戸酒造） など・・・



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

シャープ株式会社（家電製品メーカー）との連携

■ 開発メニューの検討

魚価の変動があるが安定

供給できる対象魚。

夏場のヒラメ（冬期の１／３）

正月明けの鱈（年末の１／３）
鯛 など・・・

青森県の強み＝印象

→ おいしい日本酒

豊盃（三浦酒造）

田酒（西田酒造）
八仙（八戸酒造） など・・・



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

■ 具体的な取り組み

光通信株式会社（大手ＩＴ企業）との連携

社内イントラネット網の活用

・設立：1998年（昭和63年）

・業種：情報・通信業

・従業員：単独508人（平均年齢３１．８歳）

グループ全体6,303人

販
路
拡
大商品の認知度向上

佐井村の知名度向上

佐井村の戦略

既存商品に対する

反応、ＳＮＳ等によ

る情報発信に期待



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

光通信株式会社（大手ＩＴ企業）との連携

■ 即売会の開催

地域のＰＲも含め、既存商品の即売会を光通信本社ビルで開催。

・２３６セット販売

・リピーターの出現

・うに、いくらの購入希

望者あり

・定期的な開催要望有

即売会の結果



【第３の販路に向けた商品開発と販路開拓事業】

■ 今後の課題と展望

シャープ株式会社（家電製品メーカー）との連携

① ヒラメの粕漬けにあった焼き方（プログラム）メニューの組み入れ

② ヘルシオ新機種に沿ったプログラムの作成

③ 商品の販促の具体的な検討（通信販売ｏｒ大手流通 etc...）

光通信株式会社（大手ＩＴ企業）との連携

① 村特産品の販売サイトを社内で紹介し、個人ごとに取引できる形態の確立

② オフィスグリコのような形態での展開の可能性の模索

③ 顧客情報の収集から佐井村からの情報提供による佐井村ファンの獲得

佐井村の知名度向上 商品の認知度向上
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